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　平成１６年１１月６日（日）午後

２時から、「第６回知道会会員の集

い」が、常陽藝文センターにおいて

約２００名の参加者のもと、盛大に

開催されました。

　「集い」は３部に分かれ、第１部

では、東京大学東洋文化研究所教授

の平勢隆郎氏（昭 48 卒）が「孔子

に関する不可解な伝説」と題した特

別講演を行いました。孔子の生きた

都市国家の状況など、興味深いお話

しをうかがうことができました。

　第２部はミニコンサート。ギタリ

ストの飯泉昌宏氏（昭 58 卒）がア

ルゼンチンタンゴの魅力をギターで

紹介し、ピアソラの「忘却」や「リ

ベルタンゴ」などの演奏に大きな拍

手が送られました。

　第３部は、黒木雅宏氏（昭 58卒）

の司会によりにぎやかに懇親会が行

われました。西野会長、稲葉校長の

あいさつをいただいた後に乾杯から

歓談に入り、最後は参加者全員が校

歌を斉唱して散会となりました。

平成１６年度（第５６期）の代

議員会議が、平成１６年１１月６日

（日）午後１時から常陽藝文センタ

ーで開催され、常任幹事

をはじめ、学年・地域・

職域代議員あわせて８０

名が出席しました。

会の冒頭、物故者に対

する黙祷が行われ、続い

て西野会長と稲葉学校長

があいさつ。山形幹事長、

長谷川財務委員長の説明

により、第５４期（平成

１６年１０月１日から平

成１７年９月３０日まで）

の事業計画や予算が決定

されました。今後の課題

としては、年会費の納入

促進があげられました。

最後に、後藤教頭（昭

43 卒）から「卒業生デー

タベース」の創設につい

ての説明がありました。

これは、在校生が多様な

54 期 予 算 な ど 決 定

和やかに盛大に行われた会員の集い 代議員会議

飯泉昌宏氏のミニコンサート

職種において活躍している卒業生の

データベースを活用して進路や職業

選択に役立てようというものです。

なお、予算、決算は下表のとおり

です。

　同窓生の皆様に知道会年会費納入のお願い　・今年度の会費納入目標５、５００人１、１００万円に対し
    現在３、９００人７８０万円です。まだ目標に至っておりませんので是非ご協力をお願いいたします。　
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職業観今昔

自分の将来と職業を考える
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永井
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永井

薄井

本領は実社会での活躍・貢献にあり
永井

秋山

三村

永井

秋山



出席者
永井 靖彦
秋山 久行
三村 千春
石川 大智
澤幡 麻佑子
薄井 寛子

先輩の体験や専門分野のお話を

澤幡

薄井

　知道会の皆様方には、日頃から本校の教育活動に対しましてご理解とご

協力をいただき、深く感謝申し上げます。

　今の高校生は、幼少の頃から野山を駆け回り、動植物と身近に接したり、

怪我をしたりするとか、また、異年齢集団での行動を通して、小さな縦社

会を経験したりするといった体験が少ないことから、どことなく小さくま

とまっているように感じられます。このような様相は本校生にも見られ、

何らかの機会を設けることにより、多様な見方や考え方を身に付けた視野

の広い、そして、豊かな人間性をもった大きな人間に成長することを期待

しております。このようなことから、学校としましては、社会におきまし

て多方面で活躍されております先輩方から、具体的に体験できないまでも、

今後の進路や生き方の参考になるよう、体験談や仕事に関するお話を通して、

人間としての在り方生き方等についてアドバイスをいただけるような機会

を設定できないものかと考えておりました。

　このような中、この度、知道会におきまして、上述の機会設定にご協力

できる卒業生のデータバンクを構築することが決定されましたこと、大変

喜ばしく期待しているところであります。今後、この貴重なデータを活用し、

多くの生徒たちが普段の授業では学習できないような知識や考え方を身に

付け、将来への大きな展望をもって自己実現を図っていけるものと期待し

ております。

　データベース構築に向けた具体的な方法等につきまして、急ぎシステム

化を図っていただき、早期に活用できますようお願い申し上げます。今後

とも本校の活性化にお力添えをいただきたく、重ねてお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教頭　秋山）

永井

石川

（昭３５卒　知道会幹事長）
（昭４６卒　教頭）
（進路指導部長）
（現役３年生　生徒会会長）
（現役２年生　生徒会副会長）
（現役２年生　生徒会副会長）

職業観について自由に意見を交換しあった皆さん



10月
           5日　財務委員会開催
           6日　にさし会同窓会
        12日　第５３期決算監査      
        14日　委員長会議開催
           6日　水戸・東京知道会交流会
        16日　日立知道会総会
        16～17日　水戸一高歩く会
                                  （東海コース）
        23日　知道会幹事会
        23日　石岡・八郷知道会総会
11月
           6日　知道会代議員会議及び会
                     　 員の集い
           6日　昭和５８年卒業同窓会
           7日　昭和１９年卒業同窓会
           7日　常陸太田知道会設立総会
        20日　昭和３３年卒業同窓会
        27日　瓜連知道会総会
12月
           3日　総務委員会
           5日　西日本水中・一高会総会
        10日　委員長会議
        13日　財務委員会
１月
           2日　昭和３９年卒業（ありが
                     とう会）同窓会
        21日　財務委員会
2月
           7日　知道会幹事会
        26日　東京知道会同窓の集い
3月
1日 水戸一高卒業式
4日 昭和３４年卒業同窓会
12日 昭和４０年卒業同窓会    
20日 茨城町知道会総会
30日 広報委員会

4月
7日 水戸一高入学式
8日 定期異動歓送迎会
8日 笠間知道会総会
9日 水戸桜山知道会総会
17日 水戸みつば知道会総会
17日 水戸下市知道会総会

        19日　会員の集い実行委員会

新任のごあいさつ

 

この度の平成１７年度定期異動に

より、輝かしい伝統と校風を持つ母校

に、卒業して４０年ぶりに緑岡高等学

校から赴任し、身の引き締まる気持ち

です。

戦国時代の歴史を刻む佐竹（水戸）

城の城址の高台にたたずむ恵まれた素

晴らしい学習環境の下で、若さと情熱

に溢れる先生とキラキラと輝く目を持

った生徒たちに囲まれ、共に学ぶこと

が出来ますことに、大変嬉しく希望に

胸膨らませています。

前任者の校長先生始め、先輩のＯ

Ｂの諸先生方、現在勤務されている先

生方や生徒たちが営々と築かれました

素晴らしい教育環境と、輝かしい伝統

と校風を引き継ぎ、これから「時代を

超えても変わらないもの不易」と「時

代と共に変化していくもの流行」の調

和を図り、将来の水戸一高の在るべき

姿を求め、微力ながら一生懸命汗を流

していきたいと思います。

これから本校の先生方の持つ素晴

らしい個性と英知に支えられながら、

職員たちの和とスクラムを組み、協働

作業を進め、生徒理解に努め、創意と

工夫を生かして、生徒の秘めた可能性

を伸ばすために日々努力して参りたい

と思います。また、自らの熱い思いを

生徒の皆さんに語りながら、情熱とロ

マンをもって、本校の明日の教育に立

ち向かって参りたいと思いますので、

前任者同様よろしくお願い致します。

お礼のごあいさつ

　　　　　　　

この３月、３年間勤めさせていた

だきました母校水戸一高を定年退職い

たしました。この間、知道会には、毎

年恒例の歩く会や卒業式等の学校行事

において物心両面にわたり多くの御支

援、御協力をいただきましたこと、そ

して何よりも、日頃から西野会長はじ

め多くの知道会員の皆様から、熱い応

援や激励をいただきましたことに心か

ら御礼を申し上げます。

振り返りますと、平成１４年１２

月には、第二代目の本城橋が開通し

ました。また、１５年４月の入学生

をもって本校の３学年を合わせた生徒

数は９６０名となり、昭和１４年から

の1,000人を割りました。平成１６年

１０月の第５６回歩く会は、いわゆる

東海コースでしたが、台風が直撃する

という予報のもとに、前日に延期を決

定し、１週間後に無事実施。これらの

ことは、３年後に、創立１３０周年を

迎える水戸一高の歴史の一部にあるい

は記される一つの史実であるかと思い

ます。

『自己の目標の実現を目指し、社会性

と自己決定力を身に付け、社会に貢献

できる人材』、これは「至誠一貫」「堅

本校の在るべき姿を　　　　　　　　　　　　　　　

求め努力

学校長　植木行宏

成長する生徒たちに　　　　　　　

感謝し期待

前校長 　稲葉節生　　

平成 16 年 10 月から平成 17 年４月
までの記録



忍力行」の校是を基本として、平成

１６年のはじめに定めた、本校の「目

指す生徒像」です。将来の知道会を背

負って立つ若者が、必ずや育っていく

と確信しています。

　生徒たちに、彼らが水戸一高生と

しての「誇り」と「自信」をしっか

り持つことを期待し続け、そして、彼

らはいつも新鮮に成長する姿を見せて

くれました。母校水戸一高の生徒たち

にあらためて心から感謝します。

　最後になりますが、知道会の益々の

御発展と水戸一高の新たなる躍動を祈

念いたしまして御礼の御挨拶といたし

ます。

５０人に知道会会長褒賞

平成１７年３月１日の卒業式当
日に、知道会褒賞制度の規定により
新卒業生５０人が西野会長より表彰
を受けた。受賞者は次のとおり。
（３１組）秋山啓太、菊池瑛理佳、
濱岡真由、林洋志、藤田雅久、三田
部高志、湊健太郎、村上貴浩
（３２組）櫻井洵子
（３３組）秋山沙織、安齋祐美、岡
祐記、川島新、北澤佑子、櫛田康晴、
益子美由希、脇田菜摘、鷲津寿弥
（３４組）小林且弥、 　   然、林秀和
（３５組）荒川沙繊、五十嵐奈美子、
市川寛也、川澄民樹、鈴木梨恵、根
本さおり、萩野谷早紀、林田美沙、
藤田康彦、諸戸豪
（３６組）阿内秀人、小川瞳、日渡
健介
（３７組）伊藤舞、北村守、三枝万
里子、鈴木麻苗美、南部麻衣、橋浦
宗志、前澤祐樹
（３８組）櫻井麻理、佐藤陽介、志
賀真理恵、須藤由貴、田口綾子、徳
宿道子、萩谷友美、南慶吾、北見達
哉

平成１７年度定期人事異動

次の方々が異動された。（カッコ
内は教科及び本校在籍年数）
１　 転出
後藤克己（教頭、3年）笠間高へ
谷萩紀行（英語、10年）日立一高へ
豊崎利明（数学、10年）土浦湖北高へ
柏雄司（社会、13年）小瀬高へ
鈴木一弘（社会、6年）高校教育課へ
大森隆男（体育、8年）水戸農高へ　

２ 　転入
植木行宏（校長）緑岡高から
秋山久行（教頭）大宮高から
岡崎賢治（教頭）日立一高から
井坂敏行（数学）太田一高から
石井伸一（社会）日立一高から
正木昇（英語）石岡二高から
深澤美紀代（理科）八郷高から
寺崎理香（社会）牛久栄進高から　
関根悟（体育）潮来高から
安藤暢子（家庭）大洗高から
南指原浩信（数学）取手一高から
川久保典昭（社会）磯原高から
秋山留美（英語）日立商高から
三次綾（実習助手）山方商高から

３ 　退職
稲葉 節生（校長、3年）
佐々木悦子（実習助手、1年）
奈良惇（非常勤講師、社会、1年）
木内富美子（非常勤講師、家庭、1年）

大学入試の状況

国立大学の法人化に伴い、分離
分割方式の見直しなどが検討されて
いる。平成１８年度からは、推薦や
AO入試と前期日程を行い、後期日
程を廃止する大学・学部がでてきた。
今年度の入試では、国公立大で

のセンター試験の科目増（５教科７
科目、６教科７科目）や教育学部に
おける理科２科目などの動きは一段
落し、生徒達は冷静に受け取ってい

たようであるが、次年度からの新課
程入試への不安からか現役指向が非
常に強かったようにみえる。
３２３名の卒業生は国立大学

に１０１名が合格、私立大を含め
２０３名が大学に進学した。実進学
率は62．8％で、一昨年が52．2％、
昨年が56．9％であったことと比較
しても、大きく増加している。
個々の大学をみると、筑波大学な
どで合格者の数を増やした。また、
私大入試でも健闘した。
主な大学の合格者数を以下に記し
た。（　）内は現役合格者数、昨年
度との増減は△▼で示した。
●国公立大学
北海道大学 6（ 2） ▼3
東北大学　 20（17）▼13
茨城大学　 13（11） △2
筑波大学 30（24） △7
千葉大学　 17（10） △1
お茶の水大学 3（ 2） △1
東京大学　 13 （ 5） △2
東京外語大学 3（ 3） ▼1
東京学芸大学 2（ 2） ▼2
東京工業大学　 2（ 1） ▼5
一橋大学　 8（ 5） 0
横浜国立大学　 11 （ 5） ▼1
京都大学　　 6（ 2） ▼2
首都大学東京　 3（ 2） ▼4
●私立大学
青山学院大学　 23（12） △2
慶応義塾大学　 45（25） ▼2
上智大学 6 （ 2） ▼9
中央大学　　 56（28）△11
東京理科大学　 69（31）▼12
法政大学 16 （ 7） ▼5
明治大学　　 58（25）▼14
立教大学　　 34（20） △6
早稲田大学　 72（37）▼27
立命館大学　 33（12）△11

西野会長が５０人を表彰



城址会卒業６０周年同窓会

昭和１９年卒同窓会である城址会
は、毎年東京と地元と２回の同窓会
を続けている。
東京城址会は平成１６年７月４
日、東天紅上野店に林藤夫、鹿志村
盛の幹事を中心に地元からの参加者
を含め４６名が参集した。卒業して
６０年、定員２５０名の同窓のうち
すでに９６名が故人である。
林幹事の骨折りで「卒業６０周年
記念随想集・６０年の遍歴を語る」
が出版され、文集に皆感動した。
地元での城址会は１１月７日、幹
事の三上清一、深谷三郎、海老根義
元、後藤卓三の呼びかけで、在京か
らの参加者を加え２２名が知道会館
に集合し、江山閣などを見学、その
後大洗シーサイドホテルで懇親会を
行った。一人一人が思い出を語り合
い、和やかな一時を過ごした。
そして卒業６０周年を記念し、知
道会の「在校生士気高揚資金」に
１０万円、海老坪弘君の関係するス
リランカの幼稚園に５万円を寄贈し
た。　　　　　　　　　（後藤記）

３３年卒三三会

平成１６年１１月２０日（土）、
３３年卒の「三三会」総会が水戸三
の丸ホテルで開催された。出席者は
９８名（うち女子３名）を数えた。
なお、総会で役員の改選があり次期
会長に小堀章雄氏（１組）が倉田信
一氏（７組）から、その任を引き継
ぎ就任した。
また、島津製作所専務、平戸正

尚氏（２組）の講演があり経済情勢、
製造業の役割など、第一線で活躍さ
れている視点でのホットな内容にみ
な熱心に聞き入った。
ところで「三三会」の日頃の活

動は、あくまで有志としてのもの
になるが、水戸地区で偶数月の３
日に「３の日会」なる集いを持って

いる。いつも３０名以上の出席があ
り、３３名を超えると歓喜の声が上
がる。在京組も、奇数月の第３金曜
日に、３０数名の集いを持って会員
相互の親睦を図っている。また、毎
年９月の第２木曜日に、在京、地元
組合同の１２組のコンペを笠間東洋
ゴルフクラブで継続開催し、これま
で１１回を数えている。
なお、先の台風２１、２３号、

中越地震の各被災地に対する義援金
を、１２月の水戸、在京の「３の日
会」で賛同を得、それぞれ１０万円
を兵庫、新潟両県の日赤支部に寄付
させていただいた。
さらにこのほど「三三会旗」を

調製した。総会や水戸、在京の３の
日会等で掲げ、意気軒昂たる所以の
シンボルとしていきたい。
　　　　　　　（４組大内紀典記）

卒業４０周年「ありがとう会」

私たち昭和３９年３月卒業生は、
毎年１月２日午後３時から水戸京
成ホテルにて同窓会を開催していま
す。会の名前は、３９年卒業から名
を取ってサンキュー会「ありがとう
会」としています。
　特に今回は、卒業４０周年、且
つ、還暦を迎えることもあって、早
いうちからクラス幹事の打合せを密
にし、又、在京３９会の幹事にもご
協力を得ました。その結果、１２９
名の出席を得ました。母校からは後
藤克己教頭先生、恩師大和田健児先
生、藤田稔先生、中川健二先生、知

道会から大川英治局長のご出席を頂
きました。
なお、今回は４０周年を記念し、
知道会へ在校生士気高揚資金とし
て、４０万円を寄付させて頂きまし
た。又、記念誌もオールカラー版で
読み応えのあるものが出来ました。
当日は、先生方や同級生である橋
本知事の挨拶の他、アトラクション
として、同級生のみで編成された音
楽グループ「ソーニーキャッスル」
－茨城の意味－が、カントリーウエ
スタンを演奏し、会が大変華やかな
ものとなりました。彼らは、第一線
を離れ、時間が出来たため高校時代
の仲間が集まり音楽を楽しんでいま
す。演奏中は、若さあふれる姿で、
当時の学苑祭そのものでした。
これからも私たち「ありがとう会」
は毎年１月２日、命のある限り続け
ていきたいと思っています。
　　　　　　　　　（小野邦夫記）

笠間地区知道会総会

4月8日、笠間地区知道会、並び
に昌道会の総会が開催されました。
来賓に、知事と知道会事務局長の
大川氏をお迎えして、４１名の参加
者を得、盛大に懇親会を持つことが
できました。
会長、河村博先生は、知事への激
励と知道会の益々の充実をとの挨拶
をされました。
先輩、後輩ともども話が盛り上が
り、夜の更けるのを忘れた次第でし
た。



瓜連知道会

　平成１６年１１月２７日 (土 )、
瓜連知道会第２回総会が開かれま
した。忘年会も兼ねて夕方からの
開催でしたが、多数の参加を得て、
賑やかに行うことができました。
　今回は「黄門様の知恵袋－人生
の教訓」という講演会を催し、そ
れに町内の歴史同好会の方々に参
加を呼びかけました。
　講師は、３６年卒で水戸史学会
の理事や事務局長をされている但
野正廣先生で、講演も非常に興味
深いものでしたが、懇親会での先
生のお人柄による談論風発に誘わ
れ、思い出話に花を咲かせること
ができました。さらには、始業の
合図は今でもチリンチリンの鐘か
とか、終戦時の青空教室では学校
を焼失させた焼夷弾の空筒をたた
いたもので笑えない喜劇であった
とか、盡きぬ思い出に時の過ぎる
のも忘れるほどでした。
　最後に、ご教授いただいた黄門
様の知恵の一つを
「無病延命の術ハ　鳥獣にならふに
　しくハなかるべし。鳥獣ハ　飢え
て食し　飽いてやむ」（桃源遺事）

　平成１６年の代議員会議で３期目に入った西野会長のもと新しい執行部が動き出し
た。永い間数々の役職を経、幹事長を務めていた山形晴一さん、財務委員長の長谷川
国雄さん、財務副委員長の荒川哲也さん、監事の白田義夫さんが退任された。永い間
ご苦労様でした。
　思えば昭和５３年、本校の創立１００周年の節目を迎えての一連の事業を経、その経経
経過の中から生まれた同窓会の改革への息吹をふまえ、１年間の準備期間をへてその
翌年、名称を「知道会」と改めるなど各部門にわたっての改正を行ったのであるが、
当時の会長・森元次郎さんから幹事長を仰せつかった私は先ず組織と財務の強化をと
考え、大方の同意をいただき支部の結成に乗り出したのであった。その大切な役を引
き受けてくれたのが山形晴一さんであった。各地を廻りその地域の同窓会を立ち上げ
る仕事を熱心にやりとげてくれた。その後は秋田高校同窓会との姉妹締結の責任者と
して見事にその友好の実をあげたのである。私が会長に就任した平成５年、幹事長の
職をお願いしたのであったが、西野会長就任後もその職にとどまり会運営の要としてそ
の責を果たしてきたのである。
　長谷川国雄さんは永い間、財務委員長として会の健全な財務の確立のため、会費制
度の改正を含めいろいろな細かい部分に至るまで目をくばり大きな貢献をされ、特に
江山閣の建設に当っても細かい配慮と決断の中、その実現に力をつくされたことは忘れ
られない。
　荒川哲也さんも財務副委員長をはじめ執行部の中心の一人として本会の運営のため
大きな役割を果たされたことは言うまでもない。
　白田義夫さんには監事として、その本業の知識と経験を生かし本会の経理上のよき
指導と監査をずい分永い間していただいた。
　また、多くの方々がそれぞれの貴重な時間や能力をこの会の為につくしてくださった
ことは有難いことである。これからも知道会の流れの中に若い力をどんどん取り入れ、
その伝統に磨きをかけその輝きのよりますことを願ってやまない。

知道会本部勇退者

長谷川国雄さん山形晴一さん 荒川哲也さん 白田義夫さん

顧問　後藤卓三

原油の高値が続いている影響で、石油製品の値段が高くなることが予想
されます。すでに灯油・ガソリン等が値上りして、我々庶民の懐を直撃し
つつあります。いま地球温暖化防止が叫ばれ、京都議定書もようやく発効し、
温暖化対策に本格的に取り組む時でもあります。
我々も少しでも省エネに心がけ、貴重な資源を大切にしたいと思います。
一人ひとりが意識をもって実行することが、目的達成の一助となることと
信じています。瓜連知道会



毎回のように年会費納入のお願いをし、今回
は一面の最下段でもお願いしておるところです。
今回はお願いするだけでなく知道会の行事の充
実が求められているところです。各委員会で知
恵を出し合い色々と企画立案をしておりますが、
ご提案、ご要望等お寄せいただければ幸いです。
なお、在校生士気高揚資金という別口座を設
けており、下記のように毎年いくつかの学年よりご寄付があ
り、現役の生徒たちの支援に活用させていただいております。
誠にありがとうございます。有効に活用させていただきます
のでよろしくお願いいたします。

記
昭和１９年卒業生一同　　１００，０００円
昭和３３年卒業生一同　　２００，０００円
昭和３９年卒業生一同　　４００，０００円

中国や韓国での反日抗議活動が放送され、世の中
騒然としています。各製造メーカーが、人件費の安
い中国・タイ・ベトナム等へと企業進出して、競争
に打ち勝つよう努力しているようですが、邦人の安
全対策に政府においてもアジア外交をしっかりとや
ってもらいたいものです。

　さて、３学年の当番幹事制を実施している「会員の集い」も今
年で４年目を迎えます。おかげさまで毎回参加者が増え、昨年は
２００名を超え盛会になりつつあります。
　本年も年間の行事計画で１１月１２日（土）と決定しており、
昨年開催の常陽芸文センターが好評でしたので、本年も同会場で
の開催を予定しております。多数のご参加をお待ちしております。
　４月１９日には第1回の実行委員会を開催し、具体的な検討
をいたしました。詳細は、次回会報にてお知らせいたします。

平成の大合併が全国各地で推進されており、新しい市・町
が誕生しております。
知道会会員名簿の発行にはまだ少し時間がありますので、
住所変更や住居表示が変わられた方は、是非ご一報いただき
メンテナンスをしたいと思います。
次回の会員名簿発行がスムーズに進められるように考えて
おります。
毎回お知らせしておりますが、知道会以外の業者から名簿
発行の勧誘が来る事があります。知道会員名簿は次回の発行
を平成19年に予定しておりますので、十分御注意ください。
連絡先　知道会事務局
　　Tel　029－ 226－ 3960（月・水・金）

物故 (H16.10.1 ～ H17.3.31)

16.10.11 昭13 仲　孝之

16.10.14 昭28 吉川　善次郎

16.11.1 昭19 森山　富士雄

16.11.13 昭30 中村　英雄

16.11.26 昭14 岡野　繁雄

16.11.29 昭4 石島　弘

16.12.8 昭4 江幡　正道

16.12.10 昭11 海老沢　稔之助

16.12.10 昭26 沼尻　直

16.12.17 昭27 小室　博之

16.12.18 昭18 佐藤　房之

16.12.31 昭29 林田　守正

17.1.9 昭25 青柳　庸三

17.2.3 昭15 後藤　周三

17.3.8 昭12 大川　五郎

17.3.25 昭31 高橋　三郎

知道会親睦委員会は、親睦ゴルフを大洗GCで６月２日（木）
に、親睦旅行を平泉方面へ９月１１、１２日（日、月）に行
います。又、１１月２３日（勤労感謝の日）の祭日にはミニ
歩く会を行う予定です。コースは１０月の知道会報で詳しく
お知らせします。親睦委員会は会員の皆様方の交流を通して
の親睦を目的としており、若い世代、又、女性会員と幅広く、
より多くの方の参加を期待しております。４月２０日の親睦
委員会では、会員の家族の方の参加を認める打合せを行いま
した。又、各行事がマンネリ化しないよう見直し、各担当者
を決めました。ゴルフとミニ歩く会は１００名以上、旅行に

は３０名以上の参加者になるよう親睦委員会も努
力致します。どうぞご協力をお願い致します。
尚、当委員会の行事に対して皆様からのアイデ
ィア、ご意見等がございましたらFAXでお寄せ
下されば幸いです。
Fax：029－ 226－ 4157　知道会事務局


